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 論文題名 
Resveratrol improves motor function in patients with muscular dystrophies:  









の有効性および安全性を確認することを目的とした。                                       
 
 研究方法   
  札幌医科大学附属病院に通院可能な 12 歳以上の筋ジストロフィー患者 11 名
（Duchenne 型 5 名、Becker 型 4 名、福山型 2 名）に対して、レスベラトロール
を 24 週間内服させた。用量は 1 日 500mg から開始し、8 週間ごとに 1000mg、
1500mg と漸増した。内服前と各用量での内服後に motor function measure
（MFM） scale と quantitative muscle testing（QMT）を測定し、運動機能と筋
力を評価した。また、有害事象から安全性についても確認した。                                      
 
研究成績及び考察 
  11 名中 7 名がすでに歩行不能であり、症状が進行した患者が多かったが、運動機
能を示す MFM scale は内服前に比べて、1000mg と 1500mg 内服後で有意に上昇
した。同様に QMT でも肩甲骨挙上と肩関節外転において有意な増加がみられた。
主な有害事象は下痢と腹痛で、それぞれ 6 名（54.5%）と 3 名（27.3％）に認めら
れたが、ほとんどが軽症であった。下痢のため 1 例で投与量を減量したが、全例が
試験を完了した。レスベラトロールは筋ジストロフィー患者に対して、安全に投与
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論文題名 
Resveratrol improves motor function in patients with muscular 
dystrophies: An open-label, single-arm, phase IIa study 
結果の要旨 
 
・ヒトの筋ジストロフィーではじめてレスベラトロールを投与した臨床研究を行った。 
有効性および安全性が示され、ランダム化比較試験など規模の大きな臨床研究を行う
根拠を提示した。 
 
・博士（医学）の学位授与に値すると審査委員全員に認められた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
